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原
子
爆
弾
被
爆
者

　
　
　
見
舞
金
を
支
給

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
で
被
爆
者
健

康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
の
方
に

は
、
申
請
書
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件
令
和
５
年
６
月
１
日

現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
■
支
給
額
１
万

２
千
円
■
支
給
方
法
７
月
末
こ
ろ

に
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

■
申
請
受
付
期
間
６
月
２０
日（
火
）

〜
３０
日
（
金
）
i
健
康
課
健
康
係

（
☎
０４２

−

３２１

−

１
２
４
０
）

福
祉
福
祉
ののひろ

ば
ひ
ろ
ば

介
護
保
険
各
認
定
証
の
更
新
を

【�

訪
問
介
護
等
利
用
者
負
担
助
成

認
定
証
】

　

訪
問
介
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
ま
た
は
第
１
号
訪
問
事
業
を

利
用
す
る
際
に
、
利
用
者
負
担
を

１０
％
か
ら
６
％
に
軽
減
す
る
「
小

私
た
ち
の
中
に
住
む
小
さ
な

仲
間
た
ち

　

今
回
コ
ロ
ナ
禍
で
、
私
た
ち
は

日
々
、
感
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
生
き
残
る

た
め
に
自
分
で
考
え
て
行
動
し
な

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

マ
ス
ク
や
ワ
ク
チ
ン
も
大
切
で
す

が
、自
分
自
身
の
対
抗
す
る
力（
免

疫
力
）
は
も
っ
と
大
切
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
・
睡
眠
・

適
度
な
運
動
で
の
体
力
作
り
が
大

事
で
す
。
こ
こ
で
は
最
近
免
疫
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
事
が
わ
か
っ

て
き
た
腸
内
細
菌
を
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

　

私
た
ち
の
腸
の
中
に
は
百
種
類

以
上
・
百
兆
個
以
上
の
腸
内
細
菌

が
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

集
団
を
形
成
し
、
絶
え
ず
勢
力
争

い
を
続
け
、
そ
の
産
物
は
私
た
ち

の
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
俗
に
言
う
悪
玉
菌
が
増
え
過

ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
体
に

弊
害
が
起
き
ま
す
。
免
疫
力
も
低

下
、
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不
良

を
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
る
と
、
免
疫
は
も
と
よ
り
生
活

習
慣
病
改
善
や
心
の
安
定
に
も
寄

与
し
て
く
れ
ま
す
。

　

腸
内
細
菌
は
３
歳
ま
で
に
作
ら

れ
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
後
は
バ
ラ

ン
ス
変
化
が
あ
っ
て
も
基
本
的
に

変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
か
ら
菌
を
入
れ
て
も
定
住
し
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
も
と
も
と
い
る

腸
内
細
菌
た
ち
を
う
ま
く
育
て
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

良
い
働
き
を
す
る
腸
内
細
菌
の

好
物
は
水
溶
性
食
物
繊
維
・
オ
リ

ゴ
糖
な
ど
で
す
。
腸
内
細
菌
は
多

種
で
好
き
嫌
い
も
違
い
ま
す
。
多

品
目
で
摂
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

　

汗
を
か
く
程
度
の
３０
〜
６０
分
の

運
動
を
週
３
回
以
上
（
腸
管
の
働

き
を
高
め
る
）
も
効
果
的
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
分
の
中
に
住
む
小

さ
な
仲
間
た
ち
を
大
切
に
育
て
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
植
木　
ひ
さ
よ

金
井
市
介
護
保
険
訪
問
介
護
等
利

用
者
負
担
助
成
認
定
証
」
を
住
民

税
非
課
税
世
帯
で
条
件
を
満
た
す

方
を
対
象
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
７
月
３１
日
（
月
）
で
有
効
期

間
が
終
了
し
ま
す
。
対
象
の
方
に

は
、
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま
し
た

の
で
、
更
新
を
希
望
す
る
場
合
は

６
月
１２
日
（
月
）
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
が
届

か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【�

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
】

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
食
費

・
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
軽
減
措

置
を
受
け
ら
れ
る
「
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
」
を
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
７
月
３１
日
（
月
）
で
有
効
期
間

が
終
了
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

６
月
中
旬
に
、
必
要
な
書
類
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
更
新
を
希
望
す

る
場
合
は
７
月
３
日
（
月
）
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
で

施
設
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
す
る
場
合
は
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で

あ
っ
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
が

住
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合

▽
預
貯
金
等
が
一
定
額
（
段
階
に

よ
り
異
な
る
）
を
超
え
る
場
合

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

i
介
護
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−
３８７

−

９
８
２
２
）

ま
な
ぶ　
語
る　
つ
な
が
る

家
族
の
会

d
６
月
１０
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
b
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ

き
み
の
園
（
中
町
２

−

１５

−

２５
）

u
認
知
症
の
対
応
方
法
に
関
す
る

講
義
と
介
護
者
同
士
の
語
り
合
い

k
岩
熊
麻
由
美
さ
ん
（
桜
町
病
院

公
認
心
理
師
）
s
８
人（
申
込
順
。

介
護
者
を
優
先
）
m
６
月
１
日
か

ら
、
電
話
で
小
金
井
ひ
が
し
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

３８６

−

６
５
１
４
）
へ

認
知
症
家
族
の
集
い

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
で
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
い
、
専
門
の
先
生
の
講
座
を
交

え
な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

d
７
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
b
上
之
原
会
館
k
五
島
シ
ズ

さ
ん
（
認
知
症
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
t
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
s
１０
人
（
申
込

順
）
m
６
月
１０
日
か
ら
、
電
話
で

緑
寿
園
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
０４２

−

４６２

−
１
２
０
６
）
へ

認
知
症
高
齢
者
を

支
え
る
介
護
者
の
集
い

介
護
か
ら
み
と
り
期
へ

−

事
例
を
交
え
な
が
ら

d
７
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
b
聖
ヨ
ハ
ネ
会
本
館
戸

塚
ホ
ー
ル
（
桜
町
１

−

３

−

２２
）

k
藤
井
隆
之
さ
ん
（
行
政
書
士
）

t
認
知
症
高
齢
者
の
介
護
を
さ
れ

て
い
る
方
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
心

の
あ
る
方
s
１５
人
（
申
込
順
）
m

６
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
本
町
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０４２

−

３８８

−

８
０
１
１
）
へ

高
齢
者
の
た
め
の
ス
マ
ホ
入

門
講
座

d
６
月
２７
日
（
火
）、３０
日
（
金
）

①
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
ま
た
は

②
午
後
３
時
〜
４
時
３０
分
（
全
２

回
）
b
前
原
町
西
之
台
会
館
k
佐

藤
弥
子
さ
ん
（
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
t
初
め
て
受
講
す

る
、
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方

s
各
１０
人
（
多
数
抽
選
）
m
６
月

９
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
希
望
コ
ー
ス
（
①

②
い
ず
れ
か
）、
電
話
番
号
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
有
無
・
種
類
を

明
記
し
、
介
護
福
祉
課
包
括
支
援

係
（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要

☎
０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

マ
ン
ツ
ー
マ
ン

無
料
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
教
室

d
左
表
の
と
お
り
b
同
セ
ン
タ
ー

東
町
会
議
室
（
東
町
４

−

３８

−

２６

ト
ー
ケ
ン
プ
ラ
ザ
２
階
）
u
パ
ソ

コ
ン
で
同
時
に
複
数
人
と
交
流
で

き
る
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
使
い
方
の
習
得

講
座
k
同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
班

t
メ
ー
ル
を
使
用
で
き
る
、
６５
歳

以
上
の
市
内
在
住
の
方
s
各
回
６

人
（
多
数
抽
選
）。
最
少
開
催
人

数
各
コ
ー
ス
２
人
m
開
催
日
の
４

日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
２

２

−

２７

−

７
１
１
７
asilver.z 

o
o
m

@
ko

gan
ei-sc.o

r.jp

）
へ

月曜午前
３回コース

６／１２〜６／２６

７／１０〜７／２４

木曜午前
３回コース

６／１５〜６／２９

７／１３〜７／２７

日曜午後
３回コース

６／１８〜７／２

７／１６〜７／３０
※午前コースは午前10時〜正午。午後コース
は午後１時３０分〜３時３０分

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
実

務
研
修
受
講
試
験
の
受
験
要

項
を
配
布

■
要
項
配
布
６
月
１
日
〜
３０
日

に
、
介
護
福
祉
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
２
階
）
ま
た
は
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
受
付
で
e
詳
細
は
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
i
（
公
財
）
都

福
祉
保
健
財
団
人
材
養
成
部
（
☎

０３

−

３
３
４
４

−

８
５
１
２
）、

市
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
５
）

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ

子子
どど
もも

子子
育育
てて

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

【
赤
ち
ゃ
ん
の
集
ま
り
】

　

助
産
師
さ
ん
を
囲
ん
で
お
話
し

し
ま
せ
ん
か
。

d
６
月
３０
日
（
金
）
午
後
２
時
～

３
時
１５
分
b
東
小
金
井
駅
開
設
記

念
会
館
・
マ
ロ
ン
ホ
ー
ル
t
０
歳

児
と
保
護
者
s
１０
組
（
多
数
抽

選
）
m
６
月
１７
日
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
問
合
先
へ

【
エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室
】

　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

d
①
７
月
13
日
・
27
日
②
８
月
１０

日
・
２４
日
③
９
月
１４
日
・
２８
日
い

ず
れ
も
木
曜
日
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分
※
２
日
間
コ
ー
ス
t
お
お
む

ね
５
か
月
児
と
保
護
者
m
前
月
の

１
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

問
合
先
へ

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

i
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０４２

−

３２１

−

３
１
４
１
＝
月
曜

・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

　家族介護者と要介護者が一緒
に、スタンプラリーを通して地
域とつながるイベントです。
d６月１２日（月）午前１０時～正
午
bあいたい屋駐車場（本町２−
９−１１）
t家族介護者と要介護者
n５００円
m６月９日までに、電話で介護
福祉課包括支援係
（☎ ０４２ − ３８７ −
９８４５）へ

　令和５年４月１日現在市内在
住で、今年度７０～７４歳になる方
に、受診券等を送付しますの
で、同封の問診票（黄色）のチ
ェックリストを実施してくださ
い。点数が２０点以上で、検診を
希望される方は、受診券の裏面
に記載の検診実施医療機関へお
申し込みください。受診費用は
無料です。
■受診期間６月１日～１２月２８日
i介護福祉課包括支援係（☎
０４２−３８７−９８４５）

もの忘れ予防検診

一体的支援プログラム一体的支援プログラム

各種申し込みは、開庁時間または各施設開館時間内にお願いします。5・6・15


